
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.42022年 7月 1日（金） 

 

神を仰ぎ 人に仕う 

 

 

苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を 
 
わたしたちは知っているのです、苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は

希望を生むということを。希望はわたしたちを欺くことがありません。わたし
たちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注がれている
からです。 

（ローマの信徒への手紙５章３〜５節、新共同訳聖書 279頁）  
 
わたしたちが生きている世の中は、利便性、効率性を追求し、仕事の早

さや目に見える成果を求めます。そして、往々にしてその期待に応え得る
人を優れていると判断します。ですから、わたしたちは物事が遅々として進
まなくなると焦ります。回り道をしているように感じることがあると苛立ちを覚

えます。そして時に、他人と比較し、自らの力不足を嘆くのです。 
しかし、聖書には、「苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生

む」とあります。聖書はここで、物事の成り行きや人生という歩みが一足飛
びではないことを伝えています。苦難は忍耐を生むのです。忍耐は練達を
生むのです。そして、練達は希望を生むのです。 
「生む」というのは、そこに意味があるということです。苦難を通して忍耐

を学ぶのです。忍耐を通して自らが成熟（練達）していくのです。行き詰ま
りであるとしか思えないことにも、後ろ向きの何ものでもないことにも、困難

な事態が一進一退であっても、そこに必ずや意味があるのです。 
そして聖書は、そのようなこと一つひとつに意味を見出そうと悪戦苦闘

するわたしたちの姿を全てご存知の方がおられることをも伝えます。それは
主イエス・キリストの父なる神です。わたしたちの希望は、そのような方が共
にいてくださることにあります。 
そして、その方は決して「わたしたちを欺くこと」はないのです。なぜなら、

日々直面すること全てに意味を与えてくださるのは、他の誰でもない神で
あるからです。 

木村太郎（心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン） 

主は人の一歩一歩を定め 御旨にかなう道を備えてくださる。 

（詩編 37編 23節） 
 

 
 

全学礼拝は火曜日～金曜日です。春学期の月に 1度のチャペルでの対面礼拝

週間は 14時 40分～15時 10分で行われます。それ以外は、昨年度に引き続

きキリスト教センターホームページでのオンライン礼拝配信となります。 

 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
い だ

したまえ 

国とちからと栄えとは  

限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

わたしたちは、わたしたちに対する神の愛を知り、また信じています。神は愛で
す。愛にとどまる人は、神の内にとどまり、神もその人の内にとどまってください
ます。                          （ヨハネの手紙一4章16節） 

毎週木曜日 18時 40分～19時 40分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。
どなたでも自由にご参加ください。 
      

 



2004年 10月チャペルと関連施設が完成し、11月 23日には献堂式が挙行されました。 

聖餐台後ろの椅子と十字架 聖壇の中央に位置する聖餐台 

楕円形の壁と、その上に浮かぶ幕屋のような天蓋 

全学礼拝のオンライン礼拝配信は、キリスト教センターのホームページからアクセス
できます。 
 

7月 12日（火） 佐藤千瀬先生 （児童学科准教授） 

7月 13日（水） 菊地 順先生 （政治経済学科特任教授） 

7月 14日（木） 金子 毅先生 （政治経済学科准教授） 

7月 15日（金） 小林茂之先生 （日本文化学科教授） 

7月 19日（火） 和田光司先生 （欧米文化学科教授） 

7月 20日（水） 内藤 みち先生 （政治経済学科特任講師）  

7月 21日（木） 相川徳孝先生 （児童学科特任教授） 

7月 22日（金） 関根清三先生 （総合研究所特任教授） 

 

聖学院キリスト教センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

1 

2 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                                                                                                               

 

奨励者 柳田 洋夫 

（人文学部チャプレン） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏   

讃美歌 15番 1節 

聖 書 創世記 

     1章 11～13節 （旧約 P.1） 

祈 祷 

奨 励 「多様性」について 

祈 祷  

讃美歌 15番 2節 

主の祈り  

後 奏         

 

7月 5日（火） 
 

Seigakuin University CHAPEL NEWS  2022.7.5-8 
「一人を愛し、一人を育む。」 

今 後 の 全 学 礼 拝 奨 励 者 の ご 案 内 

 奨励者 山口 博 

（聖学院院長・キリスト教センター所長） 

司会者 木村 太郎 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 339番 1節 

聖 書  ローマの信徒への手紙 

      12章 1～2節 （新約 P.291） 

祈 祷 

奨 励  「大切なスコレー（暇）」 

祈 祷  

讃美歌  339番 2節 

主の祈り 

後 奏         

 

7月 6日（水） 
 

 

奨励者 山形 宣洋 

（キリスト者学生会（KGK）関東地区副責任主事） 

司会者 洛雲海 

奏楽者 村上 野花 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 269番 1節 

聖 書  マタイによる福音書 

      11章 28～30節 （新約 P.21） 

祈 祷 

奨 励  「疲れてるよね」 

祈 祷  

讃美歌 269番 2節 

主の祈り 

後 奏         

 

7月 7 日（木） 
 

奨励者 木村 太郎 

（心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌  9番 1節 

聖 書  ルカによる福音書 

        5章 1～11節  

祈 祷 

奨 励  「お言葉ですから」 

祈 祷  

讃美歌  9番 2節 

主の祈り 

後 奏         

 

7月 8日（金） 
 

 

聖 学 院 大 学 チ ャ ペ ル の ご 紹 介 


